
呉市建設工事成績評定活用要領 

 

（目的及び趣旨） 

第１条 呉市が発注した建設工事における良好な品質の確保及び技術力に優れた地

元企業を育成するため，呉市請負工事成績評定要領（平成２６年５月１３日実施。

以下「成績評定要領」という。）の規定に基づく工事成績評定結果に係る措置につ

いて必要な事項を定めるものとする。 

（定義） 

第２条 この要領において「工事成績評定点」とは，成績評定要領により評定され

た点数をいう。 

（工事成績評定点が低い工事に対する取扱い） 

第３条 工事成績評定点が低い工事に関しては，次のとおり取り扱うものとする。 

(1) 工事成績評定点が５０点以上５９点以下の工事が発生した場合（次号に規定

する場合を除く。） 

ア 技術監理室長は，直ちに当該工事担当部長及び財務部長に文書で通知する。 

イ 通知を受けた部の工事担当課長は，当該工事の受注者の責任者（代表者，

支店長又はこれと同等の立場の者をいう。以下同じ。）に出頭を求め，技術監

理室長及び当該検査員の立会いの下，事情の聴取を行った後，厳重に注意す

るとともに受注者から始末書を徴取する。 

ウ 当該工事担当課長は，工事成績評定点が低い原因等の調査分析をし，てん

末書を作成する。 

エ てん末書及び始末書は，当該工事担当課長が担当副市長まで供覧に付した

後，技術監理室長に送付するとともに財務部長にその写しを送付する。 

(2) 前号に規定する工事に係る取扱いの後，同一の受注者によって，当該工事の

工事成績評定の通知日から１２か月以内に再び工事成績評定点が５０点以上５

９点以下の工事が発生した場合 

ア 技術監理室長は，直ちに当該工事担当部長及び財務部長に文書で通知する。 

イ 通知を受けた工事担当部長及び工事担当課長は，当該工事の受注者の責任

者に出頭を求め，技術監理室長及び当該検査員の立会いの下，事情の聴取を

行った後，厳重に注意するとともに受注者から始末書を徴取する。 

ウ 当該工事担当部長は，工事成績評定点が低い原因等の調査分析をし，てん

末書を作成する。 

エ てん末書及び始末書は，当該工事担当課長が担当副市長まで供覧に付した

後，技術監理室長に送付するとともに財務部長にその写しを送付する。 

オ 呉市入札参加資格者指名停止要綱（平成９年４月１日実施。以下「指名停

止要綱」という。）別表第８項第２号に規定する工事成績が著しく不良である

と認められるときに該当するものとし，指名停止の対象とする。 

(3) 前号の規定は，工事成績評定点が４９点以下の工事が発生した場合について

準用する。この場合において，前号中「前号に規定する工事に係る取扱いの後，

同一の受注者によって，当該工事の工事成績評定の通知日から１２か月以内に



再び工事成績評定点が５０点以上５９点以下」とあるのは，「工事成績評定点が

４９点以下」と読み替えるものとする。 

（優良成績者表彰） 

第４条 工事成績評定点が高い工事を完成した者を優良成績者として表彰する。 

２ 工事成績評定点が８０点以上８４点以下の被表彰者を「優良成績者」，工事成績

評定点が８５点以上の被表彰者を「優秀成績者」とする。 

（表彰の対象者） 

第５条 表彰は，次の各号に該当する者に対して行うものとする。 

(1) 呉市建設工事入札参加有資格者名簿に登録されている者 

(2) 対象工事を受注し，表彰をする年度の前年度に完成した者で，その工事成績

評定点が８０点以上の工事があったもの。ただし，共同企業体を構成し施工し

た場合は，その構成に係る出資比率が２０％以上の者。 

（欠格事項） 

第６条 前条に該当する場合であっても，次の各号のいずれかに該当する者は，表

彰を行わない。 

(1) 表彰をする年度の前々年度の当初から表彰をする日までの間において，呉市

入札参加資格者指名停止要綱に基づく指名停止の措置，呉市契約規則第３条第

５項の規定により入札参加者資格の取り消し又は停止の措置，又は地方自治法

施行令（昭和２２年政令第１６号）第１６７条の４第２項の規定による入札に

参加させない措置を受けた者 

(2) 対象工事を受注し，表彰をする年度の前２年度に完成した者で，その工事成

績評定点が５９点以下の工事があったもの 

(3) 前各号に規定する者のほか，表彰することが不適当であると認められる者 

（表彰審査委員会） 

第７条 第４条の規定による表彰について，その可否を審査するため，呉市優良成

績者表彰審査委員会（以下「委員会」という。）を置く。 

２ 委員会は，委員長及び委員をもって構成し，それぞれ別表の職にある者をもっ

て充てる。 

３ 委員長は，委員会を招集し，会務を総理する。 

４ 委員長に事故があるとき又は欠けたときは，あらかじめ委員長が指名する委員

がその職務を代理する。 

５ 委員長は，審査において必要があると認めるときは成績評定要領第３条の規定

に基づく工事成績の評定者に出席を求め，説明及び意見を聞くことができる。 

（事務局） 

第８条 委員会の事務は，都市部技術監理室において処理する。 

（被表彰者の決定） 

第９条 市長は，委員会が行う審査の結果に基づき，被表彰者を決定する。 

（被表彰者への通知） 

第１０条 市長は，前条により決定した被表彰者に対し，建設工事優良成績者決定

通知書（様式第１号）により通知する。 



（表彰の方法） 

第１１条 表彰は，市長が被表彰者に表彰状等を授与して行う。 

２ 被表彰者は，表彰を辞退できるものとする。 

（被表彰者の公表） 

第１２条 被表彰者は，表彰をする年度において，会社名等を公表したたえる。 

２ 公表の方法は，呉市ホームページ等への掲載により行うものとする。 

３ 被表彰者は，公表を辞退できるものとする。 

（委任） 

第１３条 この要領に定めるもののほか，必要な事項は市長が別に定める。 

付 則 

（施行期日） 

１ この要領は，平成２８年６月１日から実施する。 

  平成２８年４月１日実施の「呉市建設工事成績評定活用要領」は廃止する。 

（経過措置） 

２ 第３条の規定は，平成２８年４月１日以降に契約する工事から適用し，同日前

に契約した工事については，なお従前の例による。 

３ この要領に定める表彰の開始年度は，平成２９年度とする。 

ただし，平成２９年度に行う表彰に限り，第６条第１号中「前々年度」とある

のは「前年度」と，及び同条第２号中「前２年度」とあるのは「前年度」と読み

替えて同条の規定を適用する。 

 

改正 平成３１年４月１日 

改正 令和２年４月１日 

改正 令和３年４月１日 

改正 令和５年４月１日 

 

別表（第７条関係） 

区 分 職 名 

委員長 建設担当副市長 

委員 財務部長 

産業部長 

産業部農林水産担当部長 

土木部長 

技術部長 

技術監理室長 



様式第 1 号（第 10 条関係） 

呉 都 技 第     号 

  年  月  日 

 

所在地 

商号又は名称 

代表者氏名      様 

 

呉市長       印 

（都市部技術監理室）   

 

 

建設工事（優秀・優良）成績者決定通知書 

 

 

貴社が施工した次の建設工事により，被表彰者となりましたので通知します。 

 

表彰対象工事 

工事名 工事場所 請負代金額 工種 
工事成績 

評定点 

 

 

 

 

    

 

 


